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chariP naViとは？

小職がかかわった自転車チームの取組チャレンジオープンガバナンスでの応募を契機に結成した自転車
チームで開発中のアプリである。
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チャレンジオープンガバナンスでの取組

COG2017に京都市が提示した課題
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チャレンジオープンガバナンスでの取組

COG（チャレンジオープンガバナンス）とは

主催：東京大学公共政策大学院「情報通信技術と行政」研究プログラム(PadIT)
共催：東京大学グローバル・クリエイティブ・リーダーシップ育成プログラム(GCL)
連携：ハーバード大学 ケネディスクール アッシュセンター

「オープンガバナンス」を支援・促進することを目的として
東京大学公共政策大学院が主催する、市民参加型の地域課題
解決アイデアコンテスト
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チャレンジオープンガバナンスでの取組

COG（チャレンジオープンガバナンス）の概要

STEP１ STEP２ STEP３（いまここ）

地方公共団体からの課題募集
（2017年6月～8月31日）

市民/学生の解決アイデア募集
（2017年9月中旬～12月20日）

審査と改善アドバイス
（2018年1月～4月）

•全国の地方自治体から、市民
／学生に解決してほしい地域
課題を募集します。

•データを活用した新しい課題
の分析や解決策に期待を寄せ
ている自治体の方はぜひご応
募ください。

•市民／学生の方々から、自治
体からの課題に対する解決ア
イデアを募集します。

•データを活用して課題を掘り
下げ、自分たちで解決策に取
り組みたい方のご応募をお待
ちしております。

•応募アイデアそのものに加え、
市民／学生と自治体の連携体
制も加味して審査します。

•最終公開審査（3月）まで
残ったチームには、委員会か
らの改善アドバイスがありま
す。

•29の自治体から合計48の
地域課題の応募あり
•京都市も子育て、空き屋対
策、自転車有効活用の3課
題を応募

•12/20応募締切
•全体で60件の応募あり
•京都市の各案件についても
応募あり

•年明けから応募審査開始
•3月4日（日）に最終公開審
査の予定。
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チャレンジオープンガバナンスでの取組

行政

自転車に関する
有用な情報

関連事業者

シビックテック 大学・研究機関

観光客市民

共創型住民サービス
プラットフォーム

オープン
データ

設備稼働
情報等

技
術

技
術

需要増加
自転車利用
活性化

オープンデータの提供、
プラットフォームの役割

高度な専門知識
知見の提供
ケースメソッド化

ニーズ・課題の提示、
サービスの利用と
フィードバック

ビッグデータの提供
システム間の連携

アプリケーションの
開発・運用・運営

チーム編成

市民、自転車愛好家、ITエンジニア、行政職員、大学の先生、等々、多彩な方々

小職がかかわった自転車チームの取組自転車チームの取組
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チャレンジオープンガバナンスでの取組

自転車チームの取組

京都市オープンデータの活用による創意工夫を活かした多様
な「共創型公共サービス」の提供！

オープンデータを介してすべてのステークホルダーがつながる

コミュニティのデザイン！

カスタマー
ジャーニー
マップ

プロトタイプペルソナ設定
ブレイン
ストーミング

Analysis
（分析）

フィールド
ワーク

コンセプト
 行政に何でも任せきるのではなく、みんなで連携し、コミュニ
ティをデザインしながら、同じ目線に立って現実的な解決策を
考えていく！
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駐輪場・レンタサイクル情報照会

チャレンジオープンガバナンスでの取組

自転車チーム で開発中のアプリ「 chariP naVi 」

全ての駐輪場、
レンタサイクル
が表示される

「無料時間あり」
を押す

「全表示」に戻り
「レンタサイクル
のみ」を押す

無料時間ありの
駐輪場のみが
表示される

レンタサイクル
店舗のみが表示
される
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目的地までのルート案内機能

チャレンジオープンガバナンスでの取組

自転車チーム で開発中のアプリ「 chariP naVi 」

目的地を入力 ルート案内
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観光レコメンド照会機能

チャレンジオープンガバナンスでの取組

自転車チーム で開発中のアプリ「 chariP naVi 」

チェック

観光見もの
アイコン

レコメンド

「表示」
を押す
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統計データの可視化・分析機能

チャレンジオープンガバナンスでの取組

自転車チーム で開発中のアプリ「 chariP naVi 」

相関条件を入力 分析結果

「きょうと面白データ
ランキング」を選択
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チャレンジオープンガバナンスでの取組

小職がかかわった自転車チームの取組chariP naViで利用している京都市オープンデータ

 駐輪場，レンタサイクルデータ

 いしぶみ，観光見もの情報データ

 旅館業法に基づく許可施設データ

 AED,京都市施設情報（LOD）データ

 大都市比較統計年表付表(API)データ

 政府統計LODデータ
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チャレンジオープンガバナンスでの取組

chariP naViで利用しているビッグデータ

 トイレ、レストラン、交番データ
 バス停、自転車ショップ、観光地ランドマーク
データ

 フリー素材の写真
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世界メッシュコードによる拡張可能性
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chariP naViで世界メッシュコードを利用している機能

世界メッシュコードによる拡張可能性
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chariP naViの発展可能性

 ポイントデータでしかなかった個別のプロット情報を統計データとし
て扱うことが可能

 統計データにすることで、様々な地域のデータと比較・分析すること
が可能

 世界メッシュコードで検索や絞り込みが可能

 他システム、他データとの世界メッシュコードを介した連携が可能

 世界メッシュコードLODデータへの発展可能性（主語＝世界メッ
シュコード、述語＝それぞれの種別（例えばトイレ）、目的語＝値
（トイレの数が３０）

世界メッシュコードによる拡張可能性
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結論
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京都市内における世界メッシュコードのポイントデータ

ご参考：グーグルマップから取得

以下のURLにグーグルマップから世界メッシュコードのポイント情報を
取得できるページを作成している。

http://bicycle.rakusaba.jp/place.html

http://bicycle.rakusaba.jp/place.html

